








































































































































































































①前　進運　動 面　小　胴　突 164 面 54．27
121　37　　4　3 1
33
②　後　退　運　動 面　小　胴 33 0 10・8β
28　4　　1
8 1




④　前進→後退運動 面　小　胴 6 0 1．97
2　　4　　0
22
⑤　軸転→前進運動 面　小　胴 22 0 7．24
9　　13　　0
10 2
⑥　軸転→後退運動 面　小　胴 8 面小 3．29
8　　1　　1 1　1
46 2
⑦　前進→軸転運動 面　小　胴 44 面　小 15．13
18　20　　8 1　　1
⑧　後退→軸転運動 　　1ﾊ　小　胴 1 0 0．33
1　　0　　0
4
⑨　回転→前進運動 面　小　胴 4 0 L32
3　　1　　0
9
⑩　回転→後退運動 面　小　胴 9 0 2．96
5　　2　　2
304 6
ポ　イ　ン　ト　数 面　小　胴　突 298 面小　胴 100
197　87　17　3 3　3　0






















































































































































































































































































































































































































































































































技　の　種　類 打 突 部　　位
計
? ?
類 面 小手 胴　　突
1歩攻め込んでの技 6 5 0　　3 14 9．79
飛　　　込　　　技 46 28 10　　0 84 58．74
仕 追　　　込　　　技 19 0 0　　0 19 13．29
払　　　い　　　技 1 1 0　　　0 2 1．40
掛 す　り　上　げ　技 0 0 0　　　0 0 0
打　ち　落　し　技 0 0 0　　　0 0 0 53．16? 巻　　　き　　技 0 0 0　　　0 0 0
担　　　き　　技 1 1 0　　　0 2 1．40
技 連　続　2　段　技 11 2 0　　0 13 9．09
〃　3　段　技 0 0 0　　0 0 0
変　　　化　　　技 0 9 0　　　0 9 6．29




? 出　　　鼻　　　技 14 21 0　　　0 35 100
鼻 小　　　　計 14 21 0　　　0 35 100 13．01
技 ? 40．0060．00 0　　　0 100





















退　　　き　　　技 10 7 0　　0 17 20．48
小　　　　計 38 28 17　　0 83 100
?
45．7833．7320．48　　0 100





他 上　　　段　　　技 0 0 0　　　0 0 0
小　　　　計 6 1 1　　0 8 100
?
75．0012．5012．50　　0 100






























































































































































































































































































































































































































































































































































































100．0076 1 0　　0小 計
100．0085．71　　14．290　　0
?
???
17393 63　　　17　　0A口 計
100．0053．76　　36．429．83　　0
?
一27一
少ないのに対して，高校生は面が大学生より減少し約半数で，つづいて小手・
胴となっているが，ともに大学生より多い比率を占めている。
　この傾向は，特に飛込技での小手・胴と変化技での小手・連続二段技での小
手から胴でポイントをあげる場合が多かったからで相手に対して思い切って技
を仕掛けている結果と考えられるが，逆に，相手の状態または相手との理合を
余り考えずに攻めたことが好結果に結びついたとも推察され，剣道における高
校生と大学生における敏捷性と発達段階の相違とも考えられる。
　出鼻技においては，大学生が20．72°／oで高校生は16．02％と大学生の方が多
く，その打突部位にっいてみると，ともに小手と胴で，僅かに小手が多く，胴
は全くみられなかった。しかし大学生が上廻っているということは，それだけ
相手の出る機会を的確にとらえて打突しているといえる。
　次に，応じ技において，大学生はすり上げ技が25．00％で最も多く，つづい
て抜き技16．25％，余し技15．00％，退き技11．25％の順となり，これに対して
高校生では抜き技が26．　77％v（最も多く，つづいて退き技22，73％，すり上げ技
14．65％，応じ返し技12．12％，の順となっており，大学生の場合は前進運動で
4）すり上げ技が全体のを占め，その他はすべての技にわたっている。だが高校
生の場合は後退運動，回転から後退運動或は前進から軸転運動での抜き技と退
き技で半数以上の比率を占めており，また，その打突部位についてみると，大
学生の場合は面が大半を占めているのに対して，高校生の場合は面と胴が42・93
e／。と同率で多く，小手が少ない傾向を示した。
　これらの傾向は，大学生の場合，全般的に相手の上から中心を攻めてその出
てくるところを前ですり上げるという技が多いのに対して高校生の場合は相手
の出てくるのをかわしたり，退きながら余したり，或いは抜いたりする動きを
っかった打突が多い結果があらわれたと思われる。更に，その他の技おいて
は，大学生が9．54“／oで，高校生は2・78％と大学生の方が多かった。大学生の場
合は上段技からの小手と面と鍔ぜりからの面技が多いのに対して，高校生の場
合は鍔ぜりからの胴・面・小手技と体当り技の面が大半を占めていた。
　一方の女子についてみると，仕掛け技において大学生女子は，飛込技が57．78
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％で最も多く，っついて一歩攻め込んでの技17．78％，連続二段技11．11％の順
となり，高校生女子は飛込技が59．18％と最も多く，つづいて追込技16．33％，
変化技9，18％の順となっている。
　男子と同様に，大学生女子の場合，高校生に比べて一歩攻め込んでの技や連
続二段技が多くなっているのは，大学生の方が相手に対する攻めを考えて技を
仕掛けている結果と思われる。これに対して，高校生女子の場合は飛込技・追
込技・変化技が多いのは，大学生と高校生の身体的な体格と体力の相違，即ち
大学生になると女子の場合，骨盤が大きくなり，脂肪がついてくるという結
果，敏捷性も低下し，素速い動作が出来にくくなってくるためとも考えられ
る。
　また，その打突部位についてみると，大学生女子が面・小手・胴突とすべて
の部位にわたっているのに対して，高校生女子は面が63．26％と大半を占めて
いるのは，大学生女子の方が攻めで身体的な相違を補い，的確に相手の隙をと
らえ，その部位を有効に打突している結果と思われる。
　また，出鼻技において，大学生女子が7．29％と著しく低率となっているのに
対して，高校生女子は16．18％と男子並みであるのも，女子の場合の身体的な
相違で大学生の場合，機会はとられていても打突できないと考えられる。
　しかしながら，応じ技についてみると，大学生女子が44．79％と著しく高率
を示しているのは，出鼻技で出来なかったものを応じ技で充分にカバーしてい
るためといえる。即ち，抜き技が34．88％，開き技23．26％，余し技16．28％と
で大半を占め，相手の動きを的確にとらえて，抜いたり，かわしたり，余した
りして有効に打突している結果と考えられ，その打突部位をみても，面・小
手・胴にわたっていることからもうかがえる。
　また，高校生女子の場合は，応じ技が23・12％と少ないのは殆んどが仕掛け
勝負が決してしまうという力量の差と敏捷な動作の結果と思われる。
　更に，その他の技においては，大学生女子が14．040／oと殆んどみられないの
に対して，高校生女子は4・　05％となっているのが鍔ぜりからの退き面がその大
半を占めていた。
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　全般的にみると，大学生男子は仕掛ける場合においても相手に対する攻めを
充分にし，その変化に応じて，技をつかい分け，しかも相手の出てくる機会も
的確にとらえ，また応じ返すという傾向が結果からもある程度うかがうことが
できる。
　しかし，高校生男子においては，仕掛け技にみられる変化技の小手が著しく
多いのでも判るように，相手との関連よりも，スピードとタイミングにとらわ
れた剣道の理合からいったら戒めなければならないフェイント動作による技か
らの打突が顕著にみられたのは，将来の正しい発展を考えた場合，憂慮され，
大いに反省しなければならないと考えられる。
　一方，女子においては，攻め，技とも年々進歩してきていることはうかがえ
るが，まだその打突も弱く，技においてもその傾向が限られたものとなってい
る。これらの傾向が身体的面から当然といえるのであったならば，基本的な男
女の体格，体力及びその運動性も考え，男子と別の試合規則を新たに作られる
べきであり，竹刀の長さ及び重さ，防具などについても考案しなければならな
い時期にきているのではないかと考える。
　以上の調査結果及び考察をまとめてみると。
〔総 括〕
（1）　剣道における運動性において，男子・女子ともに，前進運動が大きいパ
　　ーセンテージを示したのは，現在の剣道においては，古流の型にみられる
　　ように前進力にブレーキをかけるということなくして，前に出る運動の要
　　素が多いという競技性を多分に合んでいる結果であろう。
（皿）男子においては，前進して軸転する運動が多いのに対して，女子は後退
　　運動・軸転運動・回転運動が多い傾向を示したのは，基本的な男女の体格
　　と体力の差からこのような傾向があらわれたと思われる。
（皿）女子の場合，大学生に比べて高校生の方が前進運動・前進して軸転する
　　という運動が多かったのは大学生と高校の身体的な相違と思われる。
（IV）決まり技において，仕掛け技が多い傾向を示し，その中において変化技
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　　の小手が多く，特に高校生男子にその傾向が顕著にみられたのは剣道の理
　　理にはないフェイント動作のあらわれである。また，応じ技において余し
　　技，開き技，抜き技なども多くみられたのは試合を中心にしている結果
　　競技性からいえばそういった技術が発展してくるのであろう。
　　　更に，出鼻技で男子が女子に比べて多い傾向がみられたのは，男子と女
　　子の瞬発性の相違によってこういった結果があらわれたと思われる。
（V）勝負が決した時の技の打突部位については，結果的に面打で決まる場合
　　が多かったが，再度，基本技能の重要性を認識し直し，理合に適ったもっ
　　と多くの技を修練し，体得しなければならないと考えられる。
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